



川 口 貞 男
第26次南極地域観測隊は,昨 年同様11月14日"しら




























































最後に,計画諸準備に当 り,ご指導,ご 助力 くださっ
た方々に心からお礼申しあげたい.
(筆者:第26次南極地域観測隊長,国 立極地研究所教授〉
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本 籍1隊 経 験
福 西 浩18.9.11国 立 極地 研 究 所 研 究 系
召 田 成 美19.10.24
福 沢 志 津 夫24.4.8
島 本 高 志.26.10.21
若 林　 II三プこ32.3.28
前 野 英 生34.6.3
松 村 正一33.1.9
山 岸 久 雄24.10.11
野 村 彰 夫.197.28
小 川 忠 彦19.828
伊 藤 幸 雄27.5.15
神 沢 博28.1.17
古 舘 嵩129.2.4
1鮎 川 一 郎35 .3.10













神 山 孝 吉25.2.1
i野村
鈴木 三良
菊 地 時 夫125.12.13

































































(文部 教 官)群 馬








(文部 教 官)東 京
(文部 技 官)茨 城
(技術 吏 員)岐 阜









36.1.2〃((株)日 立 製 作所 日立 工場)
24.4.2〔}〃(KDD大 手 町 国 際 通 信 施設 局)
〃(日本 電 信 電 話 公社24
.9.25 函 館 統 制 無 線 中 継 所)



































































海 洋 物 理
.海 洋 化 学







設 営 一 般
〃
〃
]一.一..『 一一 丁 一一
川 口 貞 男4.6.10国 立 極 地 研究 所研 究 系
岩 波 圭 祐12.7.7海 上 保 安 庁 水 路 部
當 重 弘30.6.7.〃
福 田 靖21.8.23熊 本 大学 教育 学 部
鈴 木 平 三24.1.21国 土 地 理 院 測地 部
森 脇 喜 一19.3.25国 立 極地 研 究 所 研 究 系
岩田 修二 …4・・8国驚 総 懸 識)
白石 和行23.9.28国 立極地研究所研究系
小嶋 智:32.7.29名古屋大学理学部
畑 正夫 ・5・1・・29高轡 聾 糊:物糊 醗
佐 野 雅 史16.5.17国 立 極 地 研 究 所 事 業 部




























U2国繰 綿 癬議 顯工場)(蝋才文官)
13次夏,
15,18,22次越 冬







昭 和59年 度 外 国 基 地 派 遣 候 補 者 名 簿
O外 国共同観測派遣者(マ クマー ドサウンド地域)
糊 分野 ・.一名 傭 顯
地 震 学 神 沼 克 伊12.6.1
〃1渋 谷 和 雄`23.5,12





O南 極条約 に基づ く交換科学者(米 国パーマー基地)

























南 極 の 海 洋 生 物 資 源 保 存 に
関 す る 委 員 会
第3回 年次通常会合に出席 して








今次会合では,科 学委員会をrli心に,か な り実質的な
討議を行った.し かし,南大洋における漁獲対象生物種,





ジア島を中心 としたスコシア海の魚類資源 に つい て さ















獲対象生物(例 えば,ナ ンキヨクオキア ミ)への人為の
影響は,捕 食者(例 えば,カ ニクイアザラシ)な どを通
じて間接的に知 り得る可能性がある.したがって,その
よ うな指標 となる動物の監視をすべきであるという主張






























イ ン ド洋パネルに出席 して
神 沼 克 伊
海洋底掘削計画(ODP)の第2回 の南大洋パネルとイ
ンド洋パネルは,1984年9月3～5日,5～7日に,そ れぞ









































































南 極 観 測 隊便 り
一第25次越冬隊の近況一
まだ寒さは厳しいものの,日 一日と長 くなる.日照時間
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み ず ほ 基 地 の7月 は,こ れ ま で に な い 寒 さ(月 平 均 気
温 一43.7℃)と強 風(月'ド均14.lm/s)に見舞 わ れ,ブ リ
ザ ー ド口数 も25Uを数 え た.22日,2ケ 月ぶ りに太 陽 が
出 て か らは 春 ら し くな1),気温 も.L好し 風 も弱 くな った.
中 層 掘 肖11は孔 の 縮 み が;まげ し くな り,難 航 し た が隊 員
の 不 眠 不 休 の 連 続 掘 削 に よ1)8月111::7(H}、63mで完
了 した.
一第25次越冬隊の家族会開かる一
現 在 越 冬 中 の 隊 員 家 族会 が,9月17日 午 前11峙か ら,
平 澤 家 族 会長{,1,一澤 隊 長 プこ人)のiこ催 に よ り極 地研 究,ウi
－.__sl.dil
講 堂 で 開催 され た.今 回 は21家族34名の 参 加 を得,所 長
は じめ,出 発準 備 に忙 しい 第26次隊 の 隊 長,副 隊 長 に も
参 加 し て いた だ い た.
1ド澤 隊 長 夫 人の 挨 拶 に始 ま り,、!1川小 業 部 長 か ら越 冬
隊 の 近 況 が 報告 され,さ らに26次隊 に 託 す ζ・荷 物 等 の取
扱 い に つ い て 説 明 され た.ま た,越 冬 隊 員 が 待 ちか ね て
い る第1便 に つ い て,26次 庶 務 担 当 隊 員 か ら経験 談 を含
め て 懇 切な 説 明 が あ った.そ の 後,各 家 族 の 近況 や この
一・年 を振 り返 っ ての 懇 談 が あ り,こ の4月 に 帰 国 した 夏
隣 眞の 撮 影 した ス ラ イ ドかil映され た.最 後 に昭 和 基 地
宛 に そ れ ぞ れ 思 い思 い の 寄 せ 、1}をし,記 念撮 影 して 散 会
した,
倶 ぷ■■■ ■一 画 ■■■■■
研究所出版物
南極資料82号85頁




















○ ブ ラ イア ン フ レザ ー博1二cBrian　J.　FRASER)
所 属 日本 学 術振 興 会 外 国 人招 へ い研 究 者
(オー ス トラ リア ・二.・一 キ.、・ッスル 大 学
物 理 学 科助 教 授)
期 間 昭 和59fF2月Lt71i～3月181.1
研 究 課 題　 Pc3型地磁 気[∬長動 に 関 す る研 究
つ ジ.∵ソ ク ダノ ン 博.1:　(Jacques　A.　1)ANON)
所 属n本 学 術 振 興 会 クF国人招 へ い研 究 者
(ブラ ジル物 理 研 究 所研 究 員)
朝 川 昭 和59年3月21日 ～6月3[1
{りF`グ巳,/iglし,呈三 国員{iの【磁気r|ζ」{U{')'1
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レ来 訪 者4 第25次 隊月例報 告(7月 ～8月)
4月2日 　 Dr.　MAIRH,　O.　(イン ド国 立 海 鹿 ・海 洋 化
学 研 究 所 研 究 員)
4月10日　 Mr.　OWENS,　C.　(米国立 科 学 財 団東 京 事 務
局 長)
5月8日 ～5月11日　 ASHOUR・ABDALLA,　M.　(カリ
フ ォル ニ ア 大学 ロ サ ンゼ ル ス 校 助 教授)
5月25口　 Mr.　HARRALL,　A.
Mr.　DAVIS,　C.　(ニュー ジー ラ ン ド南極 観
測 隊)
5月28日　 Dr.　JAKES,　P.　(チェ コ ス ロ バ キ ア地 質 調 査
所 地球 化学 部長)
5月28日～5月29日 　 Mrs.　THRELKELD,　G.　(アラ ス● 力大 学 海 洋 研 究 所 非 常 勤 講 師>
5月31日　 DAY,　R.　(アラス カ大 学 海 洋 研 究 所 大 学 院 学
生)
6月5日 　 Dr.　ANDERSON,　A.　(Nature　、1己者)
Dr.　TAYLOR,　A.　(ウエ リ ン トン ・ビ ク ト
リア 大学 心理 学 教 授)
6月.6日 李 太 楓　(Lce　Typhoon,台 湾 中 央研 究 院地
球 科 学 研 究 所 研 究 員)
6月22日　 Mr,　SHOUESMITH,　1.(英国 空軍 地 理 局)
7月30日　 Dr.　TAGUCHI,　S.　(ハワ イ大学 マ ノア 校海
洋学 部 准 教 授)
職 員 の 異 動
7月は,高気圧におおわれ,晴 れの日が多 く,気温は




観 測 報 告
宙 空:7月20Hよ り赤 外 分 光観 測 ・7月26日 よ り大 陽
放 射 観 測 を再 開 した.
生 物 ・医 学:各 層 採 水 ・ノル パ ックネ ッ ト採 集 ・CTD
観 測 を各 ステ ー シ ョ ンで 行 った,ま た ラ イ ト トラ ップ に
て オ キ ア ミ ・ソ コ エ ビ と も約100尾 を採 集 し,こ れ らの
呼 吸 量 ・NP排 泄 量 を測 定 した.ソ リネ ッbで 氷直 下 を
2回 曳 網 し順 調 に採 集 で き た.
雪 氷:み ず ほ 基地 に お い て,24次隊 で達 成 し た411m
の 氷 床 掘 削深 度 を7月4日 に超 え,12日に500rn,23日
に600m,8月1Hに は700.63mに達 し掘 削 を完 了 した.
500m深 の コ ア ー に は 火 山灰 層 と思 わ れ る厚 さ25m皿
の 汚れ 層 を発 見 した.掘 削 終 了 後,700m深 ま で の 孔 径
測定 を実 施 した.コ ア ーの 水 平 薄 片 の 偏 光 写 真 撮 影 を行
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
平均 気 温(Mean　temp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.　 temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.temp,)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　pressure,
　 　　 　　 　　 　 sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　 vapour　pressure)　(mb>







平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumidity)　(%)　 48
平 気 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10-min.　mean)　(m/s)
瞬間 最 大 風速 　(Gust)　(m/s)




















































]tl砂鉄も噺 であるから,微 を含む繍 撚 統計的ミ
に南北を向く鮪 であ・.また瀦 などの熾 岩にも砂








と変形などを調べる学問 で ある,地 球は大きな磁石であ














の位 置 を示 し てい る.モ
輔 歓 陸における機 の大撒 な賊 禰 は約5億ミ_,
年前(古 生 代 初 期,オ ル ドビス～ カ ンプ リア紀)で,そ?
纈 広く輔 齢 髄 勘 られる.Atまで}・5億年前の ミ
岩 石 の磁 石 は,昭 和 基 地,セ ー ル ロ ン ダー ネ 山 脈,ミ ル1
霊豊:㌃譜驚驚 霧禮翻謡
　 あ
を向いている.またマクマー ド地域の同時代の岩石の磁1
識驕麗瀦灘竿芝繋{
推定される.き
西南極ではエルスワース山脈に古生代初期の岩石が広 毫
τ分布している.こ の織 の持つ磁石は}まとんど水平で1
あるが,方 向は東南極のものより約90度反時計回 りに回
転している・またこの山脈の伸びの方向は南極横断山脈
に直交している.それゆえ,エ ルスワース山脈も古生代
初期に南極横断山脈の一部であったが,そ の後の地殻変
動で分離し麗 在の位置に来た可酬 こが考えられているバ
}一 一
8
